
令和８年度 新規事業候補箇所

新規事業採択時評価

令和８年３月２３日

国土交通省北海道開発局

資料３資料３

・一般国道４０号（北海道縦貫自動車道）中川天塩道路
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別線整備により事故危険区間を回避し、安全性の高いネットワークを構築。
○事故危険区間 【現況】2区間→【整備後】0区間（2区間回避）

◎事故対策

通過交通の転換に伴う、現道等の交通量減少により、歩行者、自転車の安全性向上に寄与。○歩行空間

◎
住民生活

（政策目標②）

社
会
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体
へ
の
影
響

◎
地域経済

（政策目標①）

◎
災害

（政策目標③）

環境の改善 （CO2排出削減量31,144t-CO2/年〔CO2排出削減便益：44億円〕）○環境
当該事業区間の中川町と天塩町を含む道北地域における地域間連携を深め、生活・産業を支援。○地域社会
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※稚内開発建設部管内、 留萌開発建設部羽幌道路事務所管内
旭川開発建設部士別道路事務所管内の国道通行止め時間合計

1,747

２．評価結果１．事業概要

・起終点：北海道中川郡中川町字誉～北海道天塩郡天塩町字オヌプナイ

・延長等：20.7km （第1種第3級、2車線、設計速度80km/h）

・全体事業費：約1,250億円 ・計画交通量：約3,000台／日

普通貨物小型貨物乗用車

約1,000台/日約500台/日約1,500台/日

一般国道４０号（北海道縦貫自動車道） 中川天塩道路に係る新規事業採択時評価
な かが わ て し お

速達性・安全性の高い物流ネットワークを構築し、
物流の効率化や地域の産業振興を支援

・北海道縦貫自動車道は、上位計画として第四次全国総合開発計画(S62.6月)、

新広域道路交通計画（北海道ブロック版）（R3.4月）、第9期北海道総合開発計

画（R6.3月）、北海道総合計画（R6.7月）に位置づけ

･地域課題等をふまえ、計画段階評価（R4.12月～R7.12月）において以下の

政策目標を設定し、ルート構造を検討

①地域の農水産業を支える輸送経路の速達性・安定性・安全性の向上

②地域の暮らしを支える高次救急医療機関への速達性・安定性の向上

③災害発生時の避難・復旧活動を支える道路の機能確保

③事業実施に向けた検討状況

なかがわ

【課題・効果】

・道北地域は、ほたてなどの水産品の漁獲量や生乳・

乳製品の生産量が全国トップクラスであり、現道には、

狭小幅員区間の連続や冬期悪天候による速度低下

や死傷事故が発生しているため、速達性・安全性の

高い物流ルートの確保が必要。

【整備前】121分 → 【整備後】117分（約4分短縮）
○稚内港～美深北ICの所要時間

わっかない び ふ か き た

資料：留萌開発建設部

※本事業は、リスク分析を行うとともに、着工前重点準備を実施。
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■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

注）上記の値は、 旭川鷹栖～稚内を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業区間を対象とした
場合の防災機能評価結果
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■道路ネットワークの防災機能評価結果
総便益総費用EIRR※1（参考)※4B/C

13,372億円※2

(151億円※2)
走行時間信頼性向上便益：1,110億円

CO2排出削減便益：44億円

10,405億円※2

(743億円※2)
6.0%(-2.1%)

1.41.3(0.2)

1.71.5(0.3) [2％]※3

1.91.7(0.4) [1％]※3

注）費用便益分析結果は、札幌JCT～稚内を対象とした場合（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合
※1： EIRR：経済的内部収益率
※2：基準年（令和7年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％）
※3：比較のために参考とすべき値として設定した社会的割引率 ※4：参考として多様な便益を算出

(

参
考)

写真１ 貨物車の死傷事故状況

・物流拠点、空港、港湾、高次救急医療施設等へのアクセス向上により、道北

地域における農水産業等の産業振興や救急搬送などの医療活動を支援。

・並行する国道には地吹雪発生箇所や洪水浸水区域が存在しているため、当

該区間の整備により、災害発生時における住民の避難や復旧活動を支える

「命の道」として機能する信頼性の高い道路ネットワークを形成。

②事業目的
※R3道路・街路交通情勢調査の混雑時速度より
高次医療施設への搬送時間と同様の条件

なかがわちょう ほまれ て し お てしおちょう

○中川～天塩間の現道課題
事故危険区間 【現況】2区間→【整備後】0区間（2区間回避）
狭小トンネル・狭小橋梁 【現況】4箇所→ 【整備後】0箇所（4箇所回避）
狭小幅員区間 【現況】17.1km→ 【整備後】0.0km（17.1km回避）

なかがわ て し お

高次医療施設への速達性向上による医療サービスレベルの向上を支援
【課題】
・道北地域では、三次救急医療機関や心疾患の急性期治療を担う医療施
設が名寄市のみであり、道北圏の心疾患死亡率は全国平均の約１.３倍と
高く、稚内市から名寄市への搬送時間は全道ワースト１位。

な よ ろわっかない

な よ ろ

・救急搬送時間の短縮により、救命率向上が期待され、地域医療サービス
レベルの向上に貢献。

【効果】

【整備前】145分→【整備後】 141分（約4分短縮）

○稚内市立病院～名寄市の高次医療施設の搬送時間
な よ ろわっかない

※R3道路・街路交通情勢調査の混雑時速度より
【整備前】国道40号＋幌富・豊富バイパス＋音中道路利用ルート
【整備後】国道40号＋幌富・豊富バイパス＋音中道路＋中川天塩道路利用ルート

（完成2車線区間は速度80km/hで算出）

災害リスクの回避により災害発生時の道路機能を確保
【課題】

・地吹雪や洪水浸水等の災害リスクを回避した別線整備により
代替性を確保し、 災害発生時の道路機能を確保。

【効果】

○中川～天塩間の災害リスク箇所
地吹雪発生区間 【現況】13区間→【整備後】0区間（13区間回避）
洪水浸水想定区域 【現況】9.1km→ 【整備後】0.0km（9.1km回避）

なかがわ て し お

資料：通行止めマスターデータ

図８ 冬期悪天候時の国道
通行止め時間の推移

図９ 上川北部地域の
洪水警報・注意報発令日数

資料：日本気象協会提供データより集計
※天塩川の上流にあたる上川北部で集計

写真３ 道路の冠水状況写真２ 冬期の走行環境

急激に増加
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図２ 事業位置図
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図５ 全国ほたて
漁獲量

資料：令和6年北海道水産現勢 (北海道)
令和6年海面漁業生産統計(農林水産省)

至 稚内市

至 旭川市

図４ 全道の三次救急医療機関までの搬送時間

図３ 心疾患死亡率

資料：令和3年度道路交通センサス(国土交通省)より算出
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図７ 物流ルートの現道課題

交差点で速度低下

・北海道縦貫自動車道は、北海道函館市から北海道稚内市に至る延長約681km

の高規格道路。このうち、中川天塩道路は、北海道中川郡中川町字誉から北海

道天塩郡天塩町字オヌプナイに至る延長20.7kmの北海道縦貫自動車道に並行

する一般国道の自動車専用道路。

①路線概要
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資料：H26～R5北海道保健統計年報 (北海道)

・道北地域では、冬期悪天候による国道通行止めが増加。
天塩川上流域の上川北部地域では、洪水・警報注意報の
発令日数が増加傾向。現道には、地吹雪発生区間や洪水

浸水想定区域が存在。
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図６ 全国で製造される
乳製品のシェア

資料：令和5年農畜産物及び加工食品の
移出実態調査結果報告書（北海道開発局)
令和5年度牛乳乳製品生産統計調査 (農林水産省)
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一般国道40号（北海道縦貫自動車道） 中川天塩道路

延長 20.7km
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全体延長： 20.7km
土工延長： 19.1km（92%）
橋梁延長： 1.6km（ 8%）
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一般国道４０号（北海道縦貫自動車道） 中川天塩道路に係る新規事業採択時評価
な かが わ て し お
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凡 例

対象区間

高速道路

一般国道

一般都道府県道

橋梁構造

トンネル構造

市町村境界線

車線数（2車線/4車線）

事故危険区間

地吹雪発生区間

市街地

公共施設

酪農農地

洪水浸水想定区域

山地(標高：40m～100m)

山地(標高:100m以上)

地すべり

渓流


